
令和７年度 指定管理施設の管理運営評価表 

 

担当室  市民スポーツ室   

 １ 管理運営の状況等 

（１）施設名 ベルウイング武道交流館（名張市武道交流館いきいき） 

（２）指定管理者 

（名称、所在地） 

名張市スポーツ協会 

名張市蔵持町里２９２８番地 

（３）施設の利用実績 

（利用者数、事業内容等） 

令和７年度 

利用件数 ：5,893 件 

利用者数 ：99,809 人（前年度比 105.1%） 

事業内容 ：ベルウイング武道交流館の管理運営 

（４）市支出額 指定管理料 13,200,000 円 

（５）管理運営の状況 

①施設等の利用の許可に関する業務 

②施設等の利用に係る料金の収受に関する業務 

③公共施設予約システムに関する業務 

④施設等の維持及び修繕に関する業務 

⑤物品等の貸し出しに関する業務 

⑥市の行政施策との連携 

⑦施設・設備の清掃、保安等の管理業務 

⑧市との連絡調整及び事業報告 

⑨その他、必要な業務 

 

２ 事業計画の達成状況 

計画区分 達成状況 

平等利用の確保及びサ

ービスの向上 

・利用申請や許可に対し、職員の判断同一化の徹底をはかるため、マニ

ュアルの見直しや、判断基準の確認を実施した。 

・利用者アンケートを実施し、４３件の回収ができた。このアンケート

により、利用者のニーズを把握するとともに、改善点や施設管理上、利

用者が不便に感じている部分について、改良、整備につなげることがで

きた。 

施設の効用の最大限の

発揮(利用促進、利用者

増など) 

・令和７年度も「武道交流フェスタ」を実施した。本年度は、ネーミン

グライツにて施設名も新たになったことにより、「ベルウイング武道交流

フェスタ」として開催した。協賛金の協力を得て、参加者への還元を多

くすることができ、参加者も７００人を超える来場者が得ることができ

た。このことにより、施設内容の周知が図れ、武道団体及び各サークル

等への関心度が向上することにより、利用促進につなげることができた。 

施設の適切な維持管理

及び経費縮減 

・許可申請書を複写式での印刷を行っていたが、印刷経費の高騰により、

コピーでの許可書発行の方が、１枚当たりの単価が低額であるため、事

務手順を変更することにより、経費削減に効果があった。 
・委託事業で清掃作業業務委託の作業工程の効率化をはかり、年間契約

金額の削減につなげられた。 

管理を的確に行う人的

構成（組織体制等） 

・職員については、管理運営上適正なスタッフを配置しているが、嘱託

員休日出勤等の負担軽減や有休休暇取得促進のため、令和７年度には嘱

託員の職員数を増やしていきたい。 

  

 

 



３ 施設設置者（名張市）評価 

○今後も利用団体や利用者のニーズに合わせ、利用団体や利用者が利用しやすいように、日々、利用

者に寄り添いながら施設運営をしていただきたい。 

○施設の築年数は経っているが、利用者が快適に利用できるように、定期的な点検及び清掃を実施し

ていただき、適切な維持管理に努めていただきたい。 

 






